
気管支ぜん息・COPD患者の日常生活の管理、指導に関する調査研究

④COPDの重症化防止のための効果的なセルフマネジメント教育の実践・普及

タブレットPCを用いた教育ツールの開発とCOPDエデュケーター育成による
効果的なセルフマネジメント教育の実践・普及に関する調査研究

植 木 純

5点 4点 3点 2点 1点 平均点

2人 4人 0人 0人 0人 4.3

1人 3人 2人 0人 0人 3.8

1人 3人 2人 0人 0人 3.8

1人 3人 2人 0人 0人 3.8

1人 3人 2人 0人 0人 3.8

個別評価平均 3.9

1人 5人 0人 0人 0人 4.2

・本邦において一般化する作業が必要である。
・COPDで知的レベルが保たれている患者、HOT導入時に極めて有用と考えられる。
・セルフマネージメントとエデュケーターに求められるものは違いがあるのではないか。
・COPDエデュケーターは広く慢性呼吸器疾患のエデュケーターの一部としてやれるのではな
いか。
・本システム自体は力作であるがその効果についてどの様な評価項目を選択するかという点も
重要である。
・重要な研究と考える。
・本システムの早急な普及が強く望まれる。
・COPD認知度の向上にも寄与することが期待される。
・COPDのセルフマネージメントにおいて、開発したアプリが普及するまでの道のりはまだ長いと
思われるが、実現のための戦略が必要であると思われる。

分 野 （ ２ ）

研 究 課 題 名 ：

調査研究代表者氏名：

1.評価軸別の評価

大変優れている（5点）　優れている（4点）　普通（3点）　やや劣っている（2点）　劣っている（1点）

申 請 課 題 名 ：

(１) 環境保健対策の推進への貢献度

(５) 社会・経済に対する貢献度

2.総合評価

(1)評価基準に沿った評価

(2)記述評価

(２) 研究成果目標（目的）の達成度

(３) 研究計画の妥当性

(４) 内容の独自性


